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2020年8月に実施した株式会社SMEJの吸収合併に対し、当時SMEJの規模、利益率等が当社より大きかったこと等により、
健全な企業再編の阻害の観点から実質的存続性の審査が必要となったため合併と同時に猶予期間に入りました。

上場会社としての独立性を含む実質的存続性の確保、ガバナンスの強化、会計処理の透明性等において新規上場に準ずる
基準を満たしていたことから、6月15日東証より解除の承認を得ております。

その他の報告事項

■コーポレートガバナンス推進部の新設

■「合併等による実質的存続性の喪失に係る猶予期間」の解除

 カラオケアプリ「everysing」のサービス終了について

連結子会社である株式会社エブリシングジャパンが運営していたカラオケアプリ「everysing」は、11月６日をもちまして
サービス終了いたしました。不採算が続いていた本サービスを終了することで来期以降の連結実績の改善が予想されます。

上記の猶予期間審査終了後も、上場企業としての高いガバナンス水準をさらに強化していくため、8月1日付でコーポレート
ガバナンス推進部を新設しました。

今後スタンダード、プライム市場への移行も視野に入れて、コーポレートガバナンスの向上と企業価値の最大化及び少数株主
の保護を図ってまいります。








